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本輸文は,将来の高精細画像.ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等のﾓ/くｲﾙﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ通信を実現するための移動通借環境

下における高晶賞･高能率な広帯域借卑伝送技術に関する研究についてまとめたものである.緒論,緒論を含め,

屋内および孤立ｾﾙにおいて高能率･大容王化に遺する棲数ｷﾔﾘｱで借号伝送を行うﾏﾙﾁｷﾔﾘｱ伝送技術

に関する研究(第2.3章)及びﾏﾙﾁｾﾙにおいて高能率･大容王化を実現する次世代移動通借方式(lMT2000)の

有力侯補である広帯域DS-CDMA伝送技術に関する研究(第4-9章)から樵成されている.

第1章では本研究の背景.目的及び位置付けを述べるとともに広帯域DS-CDMA伝送技術について概説してい

る.

第2章では,ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ借号処理を遺用した高速周波数ﾎｯﾋﾟﾝｸﾞ送受借機の4*成法について提案し,ﾏﾙﾁﾊﾟ

ｽﾌｴ-ｼﾞﾝｸﾞ下での周波数ﾎｯﾋﾟﾝｸﾞ及びﾘｰﾄﾞｿﾛﾓﾝ符号化を用いた境合の特性改善効果を実験的に立鉦

している.

第3章では.ﾍﾞｰｽﾊﾞﾝﾄﾞ-括処理によるﾏﾙﾁｷﾔﾘｱ借号の生成/分社を用いる96ﾏﾙﾁｷﾔﾘｱ送受借棲

の柵成法について捷案し.ﾏﾙﾁﾊﾟｽﾌｴｰｼﾞﾝｸﾞ環境下におけるﾀﾞｲﾊﾞ-ｼﾁ受借.連捧符号化を用いた瑞合

のﾏﾙﾁｷﾔﾘｱ1 6QAM伝送特性について実験的に明らかにしている.

第4章では,基地局間非同期ｼｽﾃﾑにおいてﾛﾝｸﾞｺ-ﾄﾞの高速同期を可能とする初期同期(ｾﾙｻ-ﾁ)法

を捷案し.操案ｾﾙｻｰﾁ法を用いた租合のﾏﾙﾁﾕｰｻﾞ環境下におけるｾﾙｻｰﾁ時間の改善効果について

明らかにしている.また高耕鹿なｺﾋ-ﾚﾝﾄﾄﾗﾂｷﾝｸﾞを実現するための耕成法を提案し,本ｺﾋｰﾚﾝﾄﾄﾗﾂ

ｷﾝｸﾞを用いた靖合の特性改善効果を明確化している.

第5章では.広帯域DS-CDMA方式を実現するためのｷｰﾃﾞ/くｲｽである高速･低消糞電力化ﾏｯﾁﾄﾌｲﾙﾀの

7*成法について述べ,拭作したﾏｯﾁﾄﾌｲﾙﾀLSlの特性効果について実験的に立証している.また.遺応送借電

力制御を適用したﾏﾙﾁﾊﾟｽ高速ﾌｪｰｼﾞﾝｸﾞ珊境下におけるｺﾋｰﾚﾝﾄRAKE受借のためのﾊﾟｲﾛﾂﾄｼﾝﾎﾞﾙ

を用いる高挿度ﾁﾔﾈﾙ推定ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを捷案し.受借誤り率特性の定t的評価によりｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑの効果を

立鉦している.

第6章では,広帯域DS-CDMAｼｽﾃﾑにおける大容i化を実現するためのﾏﾙﾁｽﾃｰｼﾞｺﾋｰﾚﾝﾄ干渉ｷ

ﾔﾝｾﾗの樵成法を提案し,ﾏﾙﾁﾊﾟｽﾌｴｰｼﾞﾝｸﾞ現境下における受借誤り卒特性及び容i特性の改善効果に

ついて明確化している.

第7章では.ﾏﾙﾁ/(ｽﾌｴｰｼﾞﾝｸﾞ環境下におけるﾏﾙﾁｽﾃ-ｼﾞｺﾋｰﾚﾝﾄ干渉ｷﾔﾝｾﾗのﾁﾔﾈﾙ推定

誤差及びﾃﾞｰﾀ判定誤りに起因する特性劣化を改善するｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ(干渉除去圭み制御)を操案し,誤り率特

性の近似解析及び計井機ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝにより捷案ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑの効果を明らかにしている.

第8章では.ｼﾝｸﾞﾙﾕｰｻﾞ型の干渉ｷﾔﾝｾﾗであるJ(ｲﾛﾂﾄによるﾁﾔﾈﾙ推定を用いるｺﾋｰﾚﾝﾄ直交



化ﾌｲﾙﾀの耕成法を捷案し,ﾏﾙﾁﾊﾟｽﾌｴｰｼﾞﾝｸﾞ環境下におけるｺﾋｰﾚﾝﾄ直交化ﾌｲﾙﾀの娯り率特性及

び容i改善効果について明確化している.

第9章では.ﾊﾟｲﾛﾂﾄによるﾁﾔﾈﾙ推定を用いるｺﾋｰﾚﾝﾄ適応ｱﾝﾃﾅｱﾚｲﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾁの横成法につ

いて捷案し,ﾏﾙﾁﾊﾟｽﾌｪ-ｼﾞﾝｸﾞ頚境下におけるｺﾋｰﾚﾝﾄ適応ｱﾝﾃﾅｱﾚｲﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾁを用いたときの

ｼｽﾃﾑ容Jt増大効果及び高送借電力である高速ﾚｰﾄﾕｰｻﾞからの干渉の低漉効果について定王的に明らか

にしている.

第10章では,本論文の緒論と今後の課壌について述べている.



佐和橋衛

論文審査結果の要旨

本論文は.ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ移動通借におけるﾏﾙﾁｷﾔﾘｱ伝送方式及び広帯域DS-CDMA方式における高能率･大

容主化を実現する無線借号伝送技術を捷案するとともに効果の定王的評価を行ったものである.

本輪文の主な成果は以下に要約される.

1.ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ借号処理を適用した高速周波数ﾎｯﾋﾟﾝｸﾞ送受借機の柵成法について提案し.周波数ﾎｯﾋﾟﾝｸﾞ及

びﾘ-ﾄﾞｿﾛﾓﾝ符号化がﾏﾙﾁﾊﾟｽﾌｴ-ｼﾞﾝｸﾞ下での受借特性改善に効果的であることを示した.

2.ﾍﾞｰｽﾊﾞﾝﾄﾞｰ括処理を用いた96ﾏﾙﾁｷﾔﾘｱ送受借機の柵成法について提案し,ﾏﾙﾁﾊﾟｽﾌｴｰｼﾞﾝｸﾞ

環境下においてﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾁ受借,連接符号化を用いるﾏﾙﾁｷﾔﾘｱ16QAM伝送により高晶貫な高速借号伝

送が実現できることを実証した.

3.基地局間非同期ｼｽﾃﾑにおける高速ｾﾙｻｰﾁ法(ﾛﾝｸﾞｺｰﾄﾞ初期同期法)を提案し.ﾏﾙﾁｾﾙﾓﾃﾞﾙ

において6∝)ms程度の高速ｾﾙｻｰﾁが実現できることを示した.

4.ﾊﾟｲﾛﾂﾄを用いるｺﾋｰﾚﾝﾄ拡散符号ﾄﾗﾂｷﾝｸﾞの樵成法を捷案し. rmsｼﾞｯﾀを約1桁及びﾋﾞｯﾄ娯り率を

約卜1.4dB改善できることを示した,

5.高速･低消費電力化ﾏｯﾁﾄﾌｲﾙﾀの柵成法を操案し,拭作したﾏｯﾁﾄﾌｲﾙﾀLS==より特性効果について

実験的に立証した.

6.適応送借電力制御用いるﾏﾙﾁﾊﾟｽ高速ﾌｴｰｼﾞﾝｸﾞ環境下におけるﾊﾟｲﾛﾂﾄｼﾝﾎﾞﾙを用いる高輔度ﾁﾔ

ﾈﾙ推定ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを捷案し,従乗の方法に比較してﾋﾞｯﾄ誤り卒を約0.5-1.OdB改善できることを示した.

7.ﾊﾟｲﾛﾂﾄを用いるｺﾋｰﾚﾝﾄﾏﾙﾁｽﾃｰｼﾞ干渉ｷﾔﾝｾﾗ,及びｺﾋｰﾚﾝﾄ直交化ﾌｲﾙﾀの練成法を捷

案し,ﾏﾙﾁﾊﾟｽﾌｴｰｼﾞﾝｸﾞ現境下において従来のﾏｯﾁﾄﾌｲﾙﾀRAKE受借に比較して約1.6倍容tを増大で

きることを示した.

8.ｺﾋｰﾚﾝﾄﾏﾙﾁｽﾃｰｼﾞ干渉ｷﾔﾝｾﾗのﾁﾔﾈﾙ推定誤差及びﾃﾞｰﾀ判定誤りに起因する特性劣化を改

善する干渉除去重み制御法を提案し,ﾋﾞｯﾄ娯り率特性の近似解析及び計算機ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝにより操案ｱﾙｺﾞ

ﾘｽﾞﾑの効果を明らかにした.

9.ｺﾋｰﾚﾝﾄ遺応ｱﾝﾃﾅｱﾚｲﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾁの柵成法について操案し.提案稚成法がﾏﾙﾁﾊﾟｽﾌｴｰｼﾞﾝｸﾞ

頚境下においてｼｽﾃﾑ容量の増大及び高送借電力である高速ﾚ-ﾄﾕ-ｻﾞからの干渉の低j射=効果的である

ことを立証した.

以上のように,本論文はﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ移動遺信における高能率.広帯域借卑伝送を実現するための無線伝送技術

について提案及び効果を評価したものであり,次世代移動通借方式([MT2000)及び無線LANｼｽﾃﾑ等の移動通

借分野において,学術上,実除上寄与するところが少なくない.よって,本幹文は,博士(ｴ学)の学位論文として

価値あるものと盟める.


